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からは ｢資料提供｣(平成 14年度から ｢施設利用｣と名
称を変更,さらに平成 20年度から ｢随時募集研究｣と
名称を変更)を,また平成6年度からは ｢所外供給｣(平















































































課 題 応 募 採
択計画研究1 4件 (7名) 4件
(7名)計画研究2 3件 (3名)
3件 (3名)計画研究3 2件 (2
名) 2件 (2名)計画研究4. 5
件 (9名) 5件 (9名)計画研究声
7件 (7名) 7件 (7名)計画研究6
11件 (16名) lo件 (15名)自由
研究 34件 (50名) 33件 (49名)随時募集研究 21 29 19 2




,浅原正和 (京都大 ･院 ･理)対応者
:毛利俊雄霊長類研究所収蔵の仰乳煩標本の歯の形
態を幾何学的形態測定法を用いて比較した.特に歯列中
における歯間の形態分化に宕目した.食肉柿では,有袋類,食
虫柿,缶長和などと比べて下p･,朔日歯間で銅著な攻
頭配置の分化が多くの柾で認められ,裂内偵 (下顎第1
臼歯)の切り裂きに関わる部位が発達していることが知
られる.本研究により,トリゴニッドとタロニッドのサ
イズ比で表せるこの発達程度が,食肉類の中でも多様で
あることがわかった.その発達はイヌ科,イタチ科など
で肉食適応に伴って平行進化したと考えられ,適応進化
しやすい形質だと考えられた.下顎裂肉歯のトリゴニッ
ドとタロニッドの比は,タヌキにおける個体間でも変異
